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2.海外在留数の推移

　 『香川県統計書』（香川県立文書館蔵）をみると、【表5 】【グラフ10】のように明治30年代

より香川県からのペルー、ブラジル、ハワイ、北米合衆国の主要4ヵ国の海外在留数がわ

かる。その1899年（明治32年）の場合277 人中ハワイ在留が148 人で最も多い。ところ

が、翌1900年（明治33年）以降は、北米合衆国の在留数が増加してハワイ在留数を超え

る。その北米在留も1928年（昭和3 年）以降ブラジル在留数がそれを超えるまで海外在留

の中心である。ペルーが統計上に表れるのは1906年（明治39年）のことで、100 人を超え

るのは1910年（明治43年）以降である。
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全国的にみても近代の海外への移住時期は明治前半のハワイ移住の時期、次に明治

後半からの北アメリカ移住の時期、そして大正期から特に昭和初期のブラジルを主とす

る南米移住の時期、最後に昭和10年代の満州である。【グラフ11】は海外在留数と北海

道移住数を比較したもので、昭和期に北海道への移住が少なくなるのに対して、海外在

留数はむしろ急激に増加する。【グラフ12】は北海道移住数とこの時期海外在留数の最も

多いブラジル在留を比較したものである。ブラジル在留が昭和期に急激に増加する。【表

6 】は『香川県史』近代・に掲載された海外在留の表である。

　 【グラフ11、12】の海外ないしブラジルは在留数で、北海道は各年の移住数である。同

グラフ中に在留数と移住数を載せたのは海外在留、特にブラジル在留が昭和期に増加

することを示すためである。
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